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より大きく変化するにもかかわらず、従来の捕集効率推定法で
は、このような複雑な内部構造をもつＨＥＰＡフィルタの圧力損
失とファンモデルフイルタのそれとの比で定義される＆を用い
て、ファンモデルフイルタの理論捕集効率を補正していたため、
効率推定の理論的根拠および推定精度に問題が生じている。そ
こで本研究では、上記３つの内部構造の不均一性それぞれにつ
き、単一繊維捕集効率の補正因子５．を導入し、これらをa，と比
較することにより、従来の推定法の妥当性を理論的に検討した。
その結果、Fig・Ｚに示すように以下のことが明らかになった。
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(1)繊維径の分布は捕集効率と圧,力損失に同様な効果をもたらさ
ず、従来のろ過理論は、拡散域では透過率を小さく、さえぎり
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域では大きく見積もる。このため最大透過粒径の推定値は実際
より大きくなる。
(2)厚み方向の充填不均一性も、一般に寸捕集効率と圧力損失に
同様な効果をもたらさず、従来のろ過理論は、厚み方向の充填
不均一性により、純さえぎり以外の領域では透過率を小さく見
積もる。このため最大透過粒径の推定値は実際より大きくなる。
(3)構造上ピンホールの存在が、圧力損失に及ぼす影響は無視で
きるが、捕集効率に対する寄与が大きく、その度合は粒径によ
って異なる。このため従来の捕集効率推定法を用いると、拡散
とさえぎり支配域においては、透過率を小さく見積もるが、最
大透過粒径付近では、その推定誤差が最も小さくなっている。
3.多峰性繊維径分布を考慮した捕集効率の推定
捕集効率の推定精度に重大な影響を与える繊維径分布の測定
法を詳細に検討した。その結果に基づき、多峰性繊維径分布を
有するＨＥＰＡフィルタを取り上げ、その繊維径分布を２つの対
数正規分布に分離し、繊維径分布の捕集効率に及ぼす影響のみ
をより厳密に考慮し、圧力損失を用いない新たな推定法を提案
した。さらに、ＨＥＰＡフィルタを用いたろ過実験により、その
推定精度について検討した。得られた知見は以下の通りである
(1)ＨＥＰＡフィルタの繊維径分布は、フィルタ厚さ方向で変化す
る場合がある。そのため、ＳＥＭで撮影した写真をもとに繊維径
分布を求めるためには、フィルタを裁断し、その裁断面を６０００
倍程度の高倍率で厚さ方向に走査して写真を撮った上で、そこ
に存在するすべて繊維の直径を測定する必要がある。この方法
によって繊維径分布を測定すると、繊維充填の不均一`性補正因
子ユは常に１以上の値となる。従って、これまで5,が１以下と
なるフィルタは、繊維径分布の測定法に問題があったと言える。
－２０４－
(Z）１つの対数正規分布によって繊維径分布を表現できないＨＥＰＡ
フィルタについて、測定された繊維径分布の多峰`性を考慮に入
れて、Fig.３に示すように複数の対数正規分布に分ければ、理論
的に根拠のない＆による補正を行わなくても、＆を用いた補正
を必要とする従来の方法と同程度の粒子透過率の推定精度を得
ることができる（Fig.４に示す)。
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